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花ஃ༻花きのฏ੒ 2� 年౓における
ग़ՙྔは，年間໿ 6 ԯ鉢でग़ՙֹは
300 ԯԁ以上である（೶ྛਫ産ল統計，
2016）。しかし 
 ΨʔσχンάϒʔϜ
のऴᖼ，景気௿໎による公ڞध要の௿
下，ݐށて住୐から集߹住୐΁の޲ࢤ
の変化などの理由により，花ஃ༻花き
のফඅྔはམͪࠐんでいる。このফඅ
௿໎のଧ開ࡦとして，花ஃ༻花きの԰
಺ར༻という৽たな観৆ελイϧを実
現する栽培・ར༻シεςϜのߏஙを目
指した。本稿ではこのシεςϜߏஙに
と実༻化΁のऔり૊みにつڀݚけた޲
いてड़΂たい。

̍ɽ෍ૉࡐの࠿ഓ༰ث΁の
స用

花ஃ༻花きの԰಺ར༻をՄೳにする
うえでඞ要な৚݅としては，持ͪӡび
や栽培؅理，観৆後のॲ分が容易であ
るなどརศ性が高いこと，԰಺؀境を
Ԛさず，かつ԰಺インςリアとして高
い観৆Ձ஋を有するなどσザイン性に
富むもの，さらにはՁ֨が҆͘ফඅ者
が容易にߪೖできることなどが考えら
れる。これらの要݅をຬたす栽培容ث
として，ഇغされている学੍ߍ෰の布
ૉ材にண目した（Ԭᖒら 2016）。੍
෰の布ૉ材は，σザイン性に富み加޻
が容易で，品質が҆定して，ৎ෉で௕
できるという特௕があり，リ༺࢖͘
αイクϧ材ྉとして޷దである。し

かし，ણ維੡品 33 関連調査ۀࣄの報
告ॻによると，2009 年のҥྉ品のࠃ
಺ྔڅڙは໿ 1
100 キロトン，ഉग़
ྔは໿ 9�1 キロトン，リαイクϧྔ
は໿ 106 キロトンで，リαイクϧ཰
は 11.3� にཹまっている（ࡁܦ産ۀ
ল 2011）。リϢʔε，リペアྔをซ
ͤても，ഉग़ྔの 26� ఔ౓しか有効
活༻されていない。このように，ҥ
ྉ品の �0� 以上がഇغॲ分されてい
る現ঢ়から，ҥྉഇغ෺を҆Ձにೖ
खしてར活༻することがՄೳである。
SekkuEeO ら（2012）は，੍෰の布
ૉ材を೶ۀ分໺΁Ԡ༻したྫとして，
マϧνやネΪのೈ白ࢿ材のྫࣄを঺հ
しているが，これまで布ૉ材を๓੡・
加޻し，栽培容ثとしてのར༻を目指
したྫڀݚはない。そこで，布ૉ材を
栽培容ثとして࢖༻した৔߹，׳行栽

培で༻いられるϙリϙットとどのよう
なҧいが生͡るかを明らかにした。

ʢ̍ʣ෍ૉࡐの࠿ഓ༰͕ثอਫੑͱ
ഓ஍Թ౓ʹٴ΅͢Өڹ

布੡の栽培容ثはഇ੍غ෰由来の布
ૉ材を 10DN 方となるようにାঢ়࢛
に๓੡加޻（図 -1）したもの（以下，
布容ث）をར༻し，ݧࢼにڙした。2
ຕ重Ͷにした布に੾れࠐみがޓいに
交差するようにೖっており，培地の
流ग़を๷͙ߏ଄とした。対রとして，
10.5DN ৭ϙリϙット（以下，ϙリࠇ
ϙット）を࢖༻した。培地は，ίイア
と無調੔ϐʔトモεを౳容ੵࠞ߹した
ものを༻い，培地ྔは 200 N- とした。
培地にे分ਫを含まͤた後，2 ܦ間࣌
過し重ྗਫがམͪ੾った࣌点をج४と
し，それから 2� 間おきに࣌ �2 間࣌

図 -�　‌੍ ෰ૉࡐΛ༻͍ͨ࠿ഓ༰ث
（B）෍༰ثͷ࡞੡ํ๏，（C）෍༰ثͷར༻ํ๏
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まで重ྔを測定し，อਫ性を調査した。
培地Թ౓は，培地ද面からਂさ 1 DN
の෦分を測定した。その結果，布容ث
ではϙリϙットと比΂ס૩しやす͘，
ॲ理 2� からの重࢝開ݧ間後には実࣌
ྔ௿下཰に差が生͡（図 -2），その差
は࣌間がܦつにつれて大き͘なり，�2
間後には࣌ 30� 以上の差となった。
一方，培地Թ౓はϙリϙットと比΂布
容ثで௿͘なり，࠷大6.3ˆの差となっ
た（σʔλলུ）。また，布容ثの培
地Թ౓は，特に໷間においてԹࣨ಺気
Թと比΂て௿͘なった。このように，
布容ثは，ϙリΤεςϧと΢ʔϧがओ
体で，栽培容ث全体からਫ分をٵਫす
ることがՄೳだが，ٯに，ද面からの
ৠ発によりਫ分がୣわれ，培地Թ౓が
௿下しס૩しやすいという特徴があっ
た。ैって，布容ثをར༻する৔߹は，
これらの特性を೺Ѳしたうえでᕲਫや
Թ౓؅理を行ってい͘ඞ要がある。

ʢ̎ʣ෍ૉࡐʹൃੜ͢Δྨەのܥ౷ղ
ੳɼ͓Αͼఱવࡎە߅のࢪ用ޮՌ

布ૉ材を栽培容ثとしてར༻する
と，生地に含まれる΢ʔϧがݪҼで白
৭のカϏ（ە類）がఈ෦に発生しඒ観
をଛͶることがある。そこで，発生す
るە類の種類を同定するとともに，߅

ূݕ効果についてࢭによるカϏ཈ࡎە
した。ەの同定は，૸査型ిݦࢠඍڸ
による௚઀的観察と系統解析により実
した。系統解析はϓライマʔࢪ *TS1
および*TS�を༻い，ە体をςンϓϨʔ
トとして௚઀ 1$3 を行うことによっ
て r%/" 遺伝ࢠの *TS ྖ域を૿෯し，
૿෯した %/" のԘج഑ྻをもとに
#-"ST を行い，既報（+#%%）ࡧݕ
の࿦จをࢀরし系統थを࡞੒すること
で行った。系統थの࡞੒は，$MustaM 
8 	%%#+
 を༻いる /+ ๏で行った。
また，ఱવࡎە߅によるە߅効果は
10� ໦ਣ༉と 10� ώバ༉を࢖༻しݕ
ূした。それͧれ໦ਣ༉۠，ώバ༉۠
とし，൒ྔずつࠞ߹した۠をࠞ߹۠と
した。これらࡎە߅は 9�17"（ϙリ
Ϗχϧアϧίʔϧ）ӷ（重߹౓ 500，
けん化౓ 8�.0-89.0 NPM�）に༹解さ

ͤҥ類΁ਁ५さͤた。対রとして，無
ॲ理۠およびキϟϓλン1000）۠ࡎ
ഒ）をઃけた。カϏ発生ఔ౓は 3 か
月後，5 か月後にࡱӨしたը૾をը૾
ॲ理ιϑト *Nage/Ps で解析し，布
容ثのཪ面（植෺定植༻εリットがあ
る面の൓対面）の面ੵのうͪカϏが઎
めるׂ߹をࢉग़した。その結果，ە૓
には，分生ࢠの多いもの，ࢳەの多
いものの 2 種類がೝめられた。分生
で観察したとڸඍݦࢠを૸査型ిࢠ
ころ，形ঢ়はཛ形～๰਴形で，大き
さは໿ �.� �Nº2.5 �N であった（図
体を௚઀ە૓からૡきऔったە。（3-
ςンϓϨʔトとして༻いた 1$3 ๏に
よって分生ࢠの多いە૓，ࢳەの多
いە૓のいずれからも %/" が૿෯し
た。૿෯した %/" のԘج഑ （ྻ%%#+
アクηシϣンナンバʔ -$033905）
を解析したところ，V erticilium ଐە
あ る い は Simp licillium ଐ ە の 持 つ
*TS ഑ྻと 95� 以上の高い૬同性が
あ っ た。;are・(aNs（2008） の 報
告をࢀ考に系統थを࡞੒したところ
Simp licillium ଐەと同͡クϨʔυに分
類されることがわかった（σʔλল

図 ڹͷҧ͍͕อਫੑʹ༩͑ΔӨثഓ༰࠿　�-
໨ͷॏྔΛ���とͨؒ࣌͠�
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効果を調査したと༺ࢪのࡎە߅。（ུ
ころ，ॲ理 3 か月後は無ॲ理۠でカ
Ϗが発生したが，そのほかの۠ではカ
Ϗの発生はみられなかった。このよう
に໦ਣ༉とώバ༉はキϟϓλンࡎと同
౳の高い๷আ効果をࣔした。一方，5
か月後はキϟϓλン۠ࡎでܧ続して高
い๷আ効果があったが，そのほかの۠
ではカϏの発生がみられた。カϏの発
生ఔ౓はώバ༉۠ʻࠞ߹۠ʻ໦ਣ༉۠
のॱで大き͘，໦ਣ༉と比΂ώバ༉は
๷আ効果が高かった（σʔλলུ）。

ʢ̏ʣ࠿ഓ༰ثのҧ͍͕ϚϦʔΰʔ
ϧυͱμΠΞϯαεのੜҭʹٴ΅
͢Өڹ

マリʔゴʔϧυ b αϑΝリ イΤ
ロʔ ` を 201� 年 3 月 10 日に೻種し，
3 月 26 日，本葉 2 ຕల開࣌に鉢上͛
した。また，μイアンαε b アイσΟ
アϧηϨクト バイオϨット ` を 201�
年 � 月 16 日に೻種し，5 月 2 日，本
葉 2 ～ 3 ຕల開࣌に鉢上͛した。栽培
৚݅はࣗવޫ，׵気Թ౓ 25ˆ，ஆ๪
Թ౓ 13ˆとした。調査ג数はいずれ
の۠ݧࢼも 10 についてג֤，としג
1 ൪花が開花した࣌点で生育ঢ়گを調
査した。栽培容ثは（̍）に४͡，布
をାঢ়に加޻したものを༻い，対রを
，ϙリϙットとした。その結果，草ৎࠇ
のҧいにث௕は栽培容ࢬ大ଆ࠷，高ג
よるӨڹはなかったが，マリʔゴʔϧ
υでは布容ثでϙリϙットと比΂花ܘ
が大き͘，μイアンαεでは葉৭がೱ

͘開花が遅れた（ද -1）。このように，
布容ثར༻による生育や開花΁のӨڹ
はࢼڙしたいずれの品目でもೝめられ
るが，そのӨڹは実༻上問題とならな
いൣғ಺であり，ഇ੍غ෰の布ૉ材の
栽培容ث΁のస༻はՄೳであった。

̎ɽ԰಺ར用ʹ͘޲Ֆのछ
ྨのࡧݕ

花ஃ༻花きの԰಺ར༻の栽培・ར༻
シεςϜのߏஙにおいて，԰಺؀境下
での花ஃ༻花きの品質อ持ٕज़の開
発がෆՄ欠である。一方で，この栽
培・ར༻シεςϜの観৆期間における
品質อ持の࠷も大きな੍ݶ要Ҽとなっ
ているのは，ऑޫであると考えられ
る。しかしながら，花ஃ༻花きにつ

いては，԰಺を૝定したऑޫ൓Ԡに関
してのྫڀݚはない。そこで，本ڀݚ
では，ऑޫ下での開花性や生育特性を
調査し，花ஃ༻花きの種類による԰಺
のޫ؀境΁のదԠ性のҧいをݕ౼した

（0ka[awa・/JsIJKJNa 201�）。
花ஃ༻花きとして，インύνΣンε，

αϧϏア・εϓϨンσンε，ジχア，
トϨχア，バʔϕナ，ώマϫリ，Ϗン
カ，ペνϡχア，マリʔゴʔϧυの 9
品目をݧࢼにڙした。ୈ 1 花が開花
したබを，ࣨ಺Թ౓を໛した 20ˆ，
Hf ౮（'H'32&9-/-H/），ナシϣޫܬ
ナϧ੡）1
000 MY（+*S ; 9110 র౓
 ຿ࣨの明るさ，16.8ࣄ४においてج
Ж NPMN-2s-1 11'%，5�00 ～ 1��00 の
12 気象ࣨでऑޫॲ޻間日௕）の人࣌
理（以下，このॲ理۠を「԰಺」と呼Ϳ）
した。一方，Թࣨで栽培を続けた （۠以
下「Թࣨ」）を対র۠とした。ॲ理期
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効果を調査したと༺ࢪのࡎە߅。（ུ
ころ，ॲ理 3 か月後は無ॲ理۠でカ
Ϗが発生したが，そのほかの۠ではカ
Ϗの発生はみられなかった。このよう
に໦ਣ༉とώバ༉はキϟϓλンࡎと同
౳の高い๷আ効果をࣔした。一方，5
か月後はキϟϓλン۠ࡎでܧ続して高
い๷আ効果があったが，そのほかの۠
ではカϏの発生がみられた。カϏの発
生ఔ౓はώバ༉۠ʻࠞ߹۠ʻ໦ਣ༉۠
のॱで大き͘，໦ਣ༉と比΂ώバ༉は
๷আ効果が高かった（σʔλলུ）。

ʢ̏ʣ࠿ഓ༰ثのҧ͍͕ϚϦʔΰʔ
ϧυͱμΠΞϯαεのੜҭʹٴ΅
͢Өڹ

マリʔゴʔϧυ b αϑΝリ イΤ
ロʔ ` を 201� 年 3 月 10 日に೻種し，
3 月 26 日，本葉 2 ຕల開࣌に鉢上͛
した。また，μイアンαε b アイσΟ
アϧηϨクト バイオϨット ` を 201�
年 � 月 16 日に೻種し，5 月 2 日，本
葉 2 ～ 3 ຕల開࣌に鉢上͛した。栽培
৚݅はࣗવޫ，׵気Թ౓ 25ˆ，ஆ๪
Թ౓ 13ˆとした。調査ג数はいずれ
の۠ݧࢼも 10 についてג֤，としג
1 ൪花が開花した࣌点で生育ঢ়گを調
査した。栽培容ثは（̍）に४͡，布
をାঢ়に加޻したものを༻い，対রを
，ϙリϙットとした。その結果，草ৎࠇ
のҧいにث௕は栽培容ࢬ大ଆ࠷，高ג
よるӨڹはなかったが，マリʔゴʔϧ
υでは布容ثでϙリϙットと比΂花ܘ
が大き͘，μイアンαεでは葉৭がೱ

͘開花が遅れた（ද -1）。このように，
布容ثར༻による生育や開花΁のӨڹ
はࢼڙしたいずれの品目でもೝめられ
るが，そのӨڹは実༻上問題とならな
いൣғ಺であり，ഇ੍غ෰の布ૉ材の
栽培容ث΁のస༻はՄೳであった。

̎ɽ԰಺ར用ʹ͘޲Ֆのछ
ྨのࡧݕ

花ஃ༻花きの԰಺ར༻の栽培・ར༻
シεςϜのߏஙにおいて，԰಺؀境下
での花ஃ༻花きの品質อ持ٕज़の開
発がෆՄ欠である。一方で，この栽
培・ར༻シεςϜの観৆期間における
品質อ持の࠷も大きな੍ݶ要Ҽとなっ
ているのは，ऑޫであると考えられ
る。しかしながら，花ஃ༻花きにつ

いては，԰಺を૝定したऑޫ൓Ԡに関
してのྫڀݚはない。そこで，本ڀݚ
では，ऑޫ下での開花性や生育特性を
調査し，花ஃ༻花きの種類による԰಺
のޫ؀境΁のదԠ性のҧいをݕ౼した

（0ka[awa・/JsIJKJNa 201�）。
花ஃ༻花きとして，インύνΣンε，

αϧϏア・εϓϨンσンε，ジχア，
トϨχア，バʔϕナ，ώマϫリ，Ϗン
カ，ペνϡχア，マリʔゴʔϧυの 9
品目をݧࢼにڙした。ୈ 1 花が開花
したබを，ࣨ಺Թ౓を໛した 20ˆ，
Hf ౮（'H'32&9-/-H/），ナシϣޫܬ
ナϧ੡）1
000 MY（+*S ; 9110 র౓
 ຿ࣨの明るさ，16.8ࣄ४においてج
Ж NPMN-2s-1 11'%，5�00 ～ 1��00 の
12 気象ࣨでऑޫॲ޻間日௕）の人࣌
理（以下，このॲ理۠を「԰಺」と呼Ϳ）
した。一方，Թࣨで栽培を続けた （۠以
下「Թࣨ」）を対র۠とした。ॲ理期

ポリポット 18.5 12.8 7.9 45.3 5.1 48.3

布 18.4 11.9 7.3 42.9 5.6 48.9

*

ポリポット 15.8 10.8 8.6 48.0 3.6 49.4
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ԬᖒɿՖஃͷՖΛ෦԰Ͱҭָͯͯ͠ΉʮՖ׆෍ �ʯͷ঺հ　1�

間は � ि間とし，ॲ理開࢝から 1 ि
間おきにגுや開花数などを調査し
た。ただし，開花数がゼロとなった࣌
点で調査をଧͪ੾った。その結果，開
花期間を指ඪに԰಺దԠ性をධՁした
৔߹，3 つのάϧʔϓに分けることが
できた（図 -�）。一つ目は，開花期間
がもともと୹͘，ऑޫॲ理のӨڹが൑
વとしないάϧʔϓ，これにはώマϫ
リが含まれる。ೋつ目は，ऑޫॲ理۠
で開花期間が 3 ि間未ຬと୹͘԰಺
దԠ性が௿いάϧʔϓ，これには，ペ
νϡχア，αϧϏア，バʔϕナが含ま
れる。ࡾつ目はऑޫॲ理۠で開花期間
が 3 ि間以上と௕͘，ࣨ಺దԠ性が
高いάϧʔϓであり，これにはϏンカ，
インύνΣンε，マリʔゴʔϧυ，ト
Ϩχア，ジχアが含まれる。これらの
実ݧ結果から，植෺には品質を維持す
るための࠷小のޫڧ౓が存在し，それ
は種により大き͘異なることがࣔࠦさ
れた。

̏ɽʮՖ
͸ ͳ ͔ ͬ ΀

෍׆ �ʯの঺հ

ʢ̍ʣʮՖ׆෍ �ʯͱ͸ʁ

ઌにड़΂た੒果を活かし，花ஃの花
を෦԰で育ててָしむ「花活布 � ʹ

花を活かし，布を活かす」を考Ҋし
た（図 -5）。「花活布 �」は，花ஃබ
を԰಺でར༻できるよう布容ثと૊߹
わͤたもので，੾花よりも観৆期間が
௕͘鉢花よりもίンύクトで୯Ձを཈
え，花きの԰಺ར༻におけるୈ̏のར
༻๏をఏҊする঎品である。その大き
な特徴として，ᶃ観৆༻花きとして花
ஃබを༻いていること，ᶄ栽培容ثと
して布ૉ材を༻いていること（̍ɽの
੒果では生産ஈ֊で布容ثを࢖༻した
が，栽培が容易でないため，栽培はϙ
リϙットで行い，観৆௚લに布でแみ
࢖ᶅ土を，（ߋண型にする方ࣜに変ۊ
わず，Ϡシ֪をϕʔεとした培地を࢖
༻していること（本稿ではσʔλলུ。
ԚれずӴ生的，ॲ分が容易）が͛ڍら
れる。布全体からٵਫできܰྔである
ため，৯୎でおࡼの上や௻り下͛てน
ֻけでもར༻がՄೳである。

ʢ̎ʣ঎඼Խʹ͚ͯ޲

東ژ౎೶ྛ૯߹ڀݚηンλʔのڀݚ
੒果を活かし，ઍ葉科学大学，αϨジ
オۀ޻高౳ઐ໳学ࣜג，ߍձࣾΤϜ・
アンυ・Ϗʔ・ϑロʔラ౳が花活布ϓ
ロジΣクトとして֤ʑのઐ໳知識を活
かしアイσアをग़し߹い，঎品化を目
指している。2016 年౓からීٴηン

λʔと連ܞし，ݧࢼ的な生産者ҕୗ栽
培も実ࢪし，（ג）αマʔランυ（東
やಓのӺ季ָཬあさ（ࢢ౎あきるのژ
ͻ（ઍ葉県Ѵࢢ）などෳ数のࢪઃで
まったところであ࢝的なൢചがݧࢼ
る。一方，広報活ಈとして，アάリϏ
ジネεϑΣアや花のలཡձ౳で঎品の
ίンηϓトを説明し，లࣔするととも
に，ϗʔϜペʔジ（IttQ���IaOaDuQ.
JOfP�）や 'aDeCPPk を活༻し，৘報
を発৴している。今後は，ൢചに޲け
঎品ύッέʔジの開発をするととも
に，ए年૚のध要にԠ͡たࢢ৔性の高
い品目のಋೖと生産上の問題点を明ら
かにしてい͘༧定である。
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